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量り，本学会の会長として，多大の熱情をもって 童

三学会の強化・育成に努力されたことは，私ども しいことであります E 
E の均しく記憶するところでありますが，会長の 私ども OR学会としまして，学会のために情三
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三北川前会長は，早くから広い視野と深い理解 生年明治37年 7 月則 三
三をもってORの育成・発展に寄与され， OR発 本籍西宮市相生町52 喜

三展の途上に残された足跡はまことに偉大なもの 現住所宝塚市仁川l北 2 丁目 8 番 3 号 喜

三があると思います.とりわけ，関西におきまし 死去昭和53年 11 月 17 日 三
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童の全般にわたって，最もすぐれた理解者であり，
昭和 2 年 3 月 東京帝国大学工学部電気工学科卒業 霊

E また指導者であり，学界および産業界を通じて， 昭和昨 5 月 東京帝国大学より工学博士の学位を受三
重関西での中心的存在でありました.北川さん亡 く(油入紙絶縁蓄電器の設計及ひ型作童
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三をもっ方でしたが，それとともに贈な態度を 昭和22年 6 月 同 社 専務取鰍" ~ 
Z もって物事に臨む方でした学会関係のいろい 昭和31年 11 月 同 社 社 長 H 三

三ろな会合に積極的に参加され，熱心に議論され 昭和41年 11 月 同 社 取締役会長" 言
品昭和47年11月 同 社相談役 w 霊

童る姿は私どもの尊崇の的でありました.ORナ = 
受章 霊

童会の会長に就任されてから，お会いする機会が
昭和31 11'.3 月紫綬褒章受章 童

三あるごとに， OR学会の発展を心にかけ，熱つ 昭和昨11月藍綬褒章受章 三

三ぼく話しかけられてきたことは今なお記憶に新 昭和49年 11月勲一等瑞宝章受章 言
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